
以前より官民連携により自転車ロード・レースの大会などを積極的に開催していた益田市は『益田市東京オリンピック・パラリンピック自転車競技キャンプ誘致推進実行
委員会』を設立し、平成30年11月8日にアイルランド自転車競技連盟と２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプを益田市で実施合意書を交わした。
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また、自転車による「まちづくり」については、市民の機運醸成を目的としたサイクリングイベント、自転車体験教室の開催や、
県内外のサイクリストを対象としたサイクリングイベントやロード・レース大会を開催してきた。県外からのサイクリスト受入に
ついても力を入れており、サイクリングコースの整備や民間協力企業の募集、インフルエンサーによる情報発信等、サイクリ
ングと地域振興を絡めた施策を実施している。今後については『益田市自転車活用推進計画』を策定し、『自転車のまちます
だ』を目指している。
そこで益田市を流れる清流高津川を管理する浜田河川国道事務所としても、川とサイクリング、街づくりを総合的に計画・実
施できる『かわまちづくり』の策定について益田市と協議を進めている。
高津川下流にある高津川防災ステーション（益田防災センター）の平常時の利活用や、中流部にあるせせらぎ公園等、河川
施設も有効に活用されるよう協議中である。

サイクリングマップの作成
サイクリスト誘客協力
宣言企業ののぼり 萩・石見空港敷地内に設置されたサイクルステーション

益田市が実施中の施策
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